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剣術家の修行遍歴を追う 解説 
 

 

１ 木下家文書と木下勇蔵について 

・埼玉県立文書館収蔵（寄託）の木下家文書は、坂戸市の木下家に伝来。 

・伝書 9 点、門人帳 3 点、英名録
えいめいろく

1 点、印章 3 点の計 16 点からなる。すべ

て木下
きのした

勇蔵
ゆうぞう

（勇）と彼が館主（館長）を務めた天然理心流
てんねんりしんりゅう

道場「水月館
すいげつかん

」の

関係資料。年代は明治時代～昭和初期。 

・木下勇蔵は、明治 12 年（1879）3 月 24 日、入間郡成願寺
じょうがんじ

村（のち大家
お お や

村）

生まれ。明治 26 年に大家村欠ノ上
かけの うえ

の児島
こ じ ま

（小島）才三
さいぞう

正長
まさなが

が館主を務める

天然理心流道場「水月館」に入門。明治 29 年 2 月に正長から切紙
きりがみ

、同 39

年 4 月に正長の高弟木村
き む ら

亀吉
かめきち

正整から目録を与えられ、同 42 年 12 月には

水月館の館主を継承。同 43 年 12 月には埼玉県から越生警察分署撃剣教授

を嘱託され、大正 7 年（1918）2 月に正長の子新平
しんぺい

正之
まさゆき

から（故人となっ

た正長の代理として）天然理心流免許を与えられた。［埼玉県立文書館 1995、

木下家文書№1・5・9・16］ 

 

２ 資料を読む前に 

（１）埼玉県域を中心とする剣術史の概要 

・江戸時代中期以降、多くの村にも道場が開かれて武術の稽古が行われた。 

・剣術は特に普及し、様々な流派が発展。 

 例）甲源
こうげん

一刀流
いっとうりゅう

、神道無念流
しんどうむねんりゅう

、柳 剛 流
りゅうこうりゅう

、馬庭念流
まにわねんりゅう

、直心影流
じきしんかげりゅう

、 

   奥山念流
おくのやまねんりゅう

、真之真石川流
しんのしんいしかわりゅう

、神武一刀流
じんむいっとうりゅう

、禅心無形流
ぜんしんむけいりゅう

、… 

・江戸時代後期、竹刀や防具を用いて自由に打ち合う「撃剣
げっけん

」が普及。 

→諸国を巡って多くの武芸者と試合を行う廻国
かいこく

修行
しゅぎょう

（武者
む し ゃ

修行）が盛行。 

・明治時代になると武術は一時衰退。明治 6 年（1873）の榊原
さかきばら

鍵吉
けんきち

による

東京での撃剣会興行、同 10 年の西南戦争等を経て撃剣再興の気運。 

 →その後、埼玉県域でも各地で撃剣会開催。 

・明治 21 年、秩父出身で小野派一刀流（中西派）を修めた高野
た か の

佐三郎
ささぶ ろう

が、

埼玉県警察本部に奉職し、浦和へ移住。 

→同 23 年には道場「明信館
めいしんかん

」創設、各地に支部を設立していく。 

・明治 28 年、京都に大日本
だいにっぽん

武徳会
ぶとく かい

が創設される。同 33 年、埼玉支部設置。

同 45 年、浦和の県庁付近に演武場「武徳殿
ぶとく でん

」開設。 
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・明治 41 年、帝国議会で旧制中学校正課への撃剣・柔術編入が可決。同 44

年から実施。 

→この頃、県内には「撃剣流行」と表現される地域もあった。 

 

（２）天然理心流道場「水月館」の系譜と実態 

・天然理心流：鹿島
か し ま

神道
しんとう

流の系統に属し、剣術の他に柔術、棒術なども含む

実戦的な総合武術。寛政年間（1789～1801）に近藤
こんどう

内蔵助
くらの すけ

長裕
ながひろ

(？～1813)

が創始し、関東地方に広まった。 

・水月館の系譜 

 入間郡浅羽
あ さ ば

村（現坂戸市）出身の横田
よ こ た

右馬之介
う ま の す け

正秀
まさひで

が、嘉永年間（1848

～54）に神奈川宿の水月館主桑原
くわはら

永助
えいすけ

昌
まさ

英
ひで

に入門。安政５年（1858）、水

月館を江戸へ移し、一橋家の撃剣教頭を務めるなどし多数の門人を育成。

明治時代初め頃に郷里へ帰り、自宅に道場を構えた。→のち、高弟の児島

（小島）才三正長が継承し、自宅に水月館道場を建てる。［小川 1978］ 

 →明治 42 年、児島正長の門人である木下勇蔵が継承し、自宅に水月館道 

場を建てる。［埼玉県立文書館 1995］ 

・入門者は、明治 43 年 2 月以降、昭和 2 年に至る 61 名。住所は現在の坂

戸市・鶴ヶ島市・毛呂山町域に集中。［木下家文書№3・4］ 

 

３ 英名録 

・「英名録」とは、武芸者が武者修行を行う際に携行した、訪問先で相手方

の名前や流派名、日付等を記入してもらうための記録簿。 

・現在確認されている最古級の英名録…寛政 10～11 年（1798～99）の 

「大原
おおはら

傳七郎
でんしちろう

剣術
けんじゅつ

修 行 帳
しゅぎょうちょう

」（行田市郷土博物館蔵）。 

 

４ 語句の解説 

・甲源
こうげん

一刀流
いっとうりゅう

：秩父郡 薄
すすき

村（現小鹿野町）の逸見
へ ん み

太四郎
た し ろ う

義年
よしとし

（1747～1828）

を流祖とし、秩父地方を中心に、北武蔵の北・西部一帯で栄えた流派。 

・比企郡高坂
たかさか

村大字田木
た ぎ

：現東松山市田木周辺。明治 22 年の町村制施行に

より、高坂村、早俣
はやまた

村、正代
しょうだい

村、宮鼻
みやはな

村、毛塚
け づ か

村、田木村、西本宿
にしもとじゅく

村、

岩殿
いわどの

村が合併して高坂村となった。 

・鏡新明智流
きょうしんめいちりゅう

：大和国出身の桃井
もものい

八郎左衛門
は ち ろ う ざ え も ん

直由
なおよし

（1722～74）が創始した

流派。初め「鏡心」と表記したが、後に「鏡新」と改めた。安永 4 年（1775）
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に 2 代目春蔵
しゅんぞう

直一
なおかず

とともに江戸に道場「士学館
しがく かん

」を開く。神道無念流・

北辰一刀流とともに幕末三大流派に数えられた。  

・桃井直敬：鏡新明智流。系譜等の詳細不明。 

・入間郡川角
かわかど

村：現毛呂山町川角。明治 22 年の町村制施行により、川角村、

西戸
さ い ど

村、市場
い ち ば

村、箕和田
み の わ だ

村、西大久保
に し お お く ぼ

村、大類
おおるい

村、苦林
にがばやし

村、下河原
しもが わら

村が

合併して川角村となる。 

・欠上
かけのうえ

村：「川角邨
むら

字
あざ

」と、川角村内のように書かれているが、実際は入間

郡大家村の内。大家村は明治 22 年の町村制施行により、厚川
あつがわ

村、萱方
かやがた

村、

成願寺村、欠ノ上村、森戸
も り ど

村、四日市場
よ つ か い ち ば

村、多和目
た わ め

村が合併して成立。 

・入間郡山根村：現毛呂山町。明治 22 年の町村制施行により、滝野入
たきの いり

村、

権現堂
ごんげんどう

村、阿諏訪
あ す わ

村、大谷木
お お や ぎ

村、宿谷
しゅくや

村、葛貫
つづらぬき

村が合併して滝野入村と

なり、同 24 年に山根村と改称。 

・鏡明館
きょうめいかん

：入間郡山根村阿諏訪の鏡新明智流道場。詳細な実態は不明。本

資料から、明治 28～29 年時点では桃井直敬が指導し、館員は少なくとも

18 名いたことが分かる。 

・初野
は つ の

勝藏
かつぞう

：入間郡山根
や ま ね

村（後述）の人物。「明治 36 年正月には瀧ノ入
たきの いり

薬

師堂に、同志八木原
や ぎ は ら

喜助
き す け

とともに、剣道奉納額を掲げている。鏡心明智流

桃井真敬門人とある。」［小川 1978］ 

 →現毛呂山町滝ノ入の中在家
なかざ いけ

薬師堂？桃井「真敬」は「直敬」の誤読ヵ。 

・実藤
さねふじ

甚蔵
じんぞう

：阿諏訪の生まれで初め鏡新明智流を修め、のちに木下家の水

月館に入門し、阿諏訪に支部を設けた［小川 1978］。 

 ※ただし、水月館の門人帳［木下家文書№3・4］には名前が見えない。 

・明信本館
めいしんほんかん

：明信館の本館。明信館は、高野佐三郎が設立した剣道場。佐

三郎は明治 21 年、埼玉県警察本部に招聘され、浦和（現さいたま市浦和

区、現在の埼玉会館付近）に自宅兼道場を建設、これが「浦和明信館」と

呼ばれる。郷里の秩父郡大宮（現秩父市）に「明信本館」を建設したのは

同 23 年で、これが明信館の正式な創設年とされ、同 30 年までに茨城・

群馬・千葉・栃木・神奈川等の数県に支部を設け、館員はおよそ 4,000

人に上ったとされる［中村（宏）家文書 77-188］。 

・高野佐三郎：秩父郡大宮出身。忍藩
おしはん

剣術指南役を務めた祖父苗正
みつまさ

の下で小
お

野派
の は

一刀流
いっとうりゅう

（中西派
なかに しは

）を修めた後、無刀流
むとうりゅう

の山岡鉄舟
やまおかてっしゅう

に剣を学ぶ。明治

41 年には東京高等師範学校の撃剣科講師となって集団指導法を研究し、

大正元年（1912）には「大日本帝国剣道形
かた

」制定を中心的な立場で成し
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遂げ、同 4 年には剣道指導書『剣道』を刊行するなど、剣術の近代化に

貢献。全日本剣道連盟剣道殿堂の第一次顕彰者。  

・入間郡吉田
よ し だ

村白
しら

髭
ひげ

神社：吉田村(現川越市吉田)の「白鬚神社」とみられる。 

 

５ 木下勇蔵の修行遍歴 

・巻頭には、智道（朱印「鏡神／名智」と「桃井／直敬」から、桃井直敬の 

号とみられる）による「忽／然／如／雷」の書を収録。  

→桃井直敬とは特別な関係ヵ。 

・巻頭には、勇蔵が武道練磨のため訪問した際には御教示を仰ぐ旨、児島正

長による明治 29 年 2 月の依頼文あり。 

→勇蔵への切紙伝授は同年同月。切紙伝授により、師から他流試合を許さ 

れたとみられる。ただし、桃井直敬や鏡明館員とは前年から試合してお  

り、特別な交流があったとみられる。 

・記事の年代：明治 29 年 3 月～同 45 年 2 月 

対戦者流派：甲源一刀流、鏡新明智流、直心影流、北辰一刀流、小野派一刀流 

対戦場所：撃剣会会場、自他の道場、寺社境内 等 

修行地域：現在の坂戸市、毛呂山町、東松山市、川越市、鳩山町 等 

 →切紙伝授（明治 29 年）以降、水月館主継承（同 42 年）・越生警察分署 

撃剣教授就任（同 43 年）のしばらく後まで。諸国を巡るのではなく、 

入間郡・比企郡周辺の比較的狭い範囲で武者修行を重ねた。 

  対戦者は甲源一刀流が最多で、地域性を表している。  

  鏡新明智流の桃井直敬や阿諏訪の鏡明館とは特別な交流があった。  

 

○主要参考文献（副題割愛） 
・地名に関するもの 

 『日本歴史地名大系』平凡社、1979～2004 年 

・木下家文書に関するもの 

 埼玉県立文書館編・発行『諸家文書目録Ⅴ』1995 年 

・武道、剣術の歴史全般に関するもの  

 魚住孝至『武道』山川出版社、2021 年 

 大保木輝雄『剣道』日本武道館、2022 年 

 二木謙一他編『武道』東京堂出版、1994 年 

・今回のテキストの内容に関するもの 

 小川喜内「第四章 七 2 武道」（『毛呂山町史』1978 年） 

 埼玉県立歴史と民俗の博物館編・発行『埼玉武術英名録』2022 年 

 埼玉県立文化会館編・発行『高野佐三郎』1962 年 

 逸見光治『甲斐源氏甲源一刀流逸見家』関東図書、2005 年 

 山本邦夫『埼玉武芸帳』さきたま出版会、1981 年 


